
みんなが使いやすい

建物・公園を

つくろう！
ユニバーサルデザインの整備事例と設計のヒント集２

 設計する際のポイントをご紹介します

一般トイレの整備ポイント　　　p.10
利用者の特性に合わせた高さの設定　　　p.14

 区民のみなさんの意見をもとに整備を行いました

様々な児童・生徒・保護者の、
学び・交流のためのユニバーサルデザインの配慮　　　p.4
多様な世代の活動を、丸い園路がつなぐ公園　　　p.8

練馬区

イラスト：おおば みお
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区民意見聴取事業

ユニバーサルデザイン＊1の
建物・公園をつくるには？

意見聴取事業の流れ

意見聴取

意見を集約し、設計に反映させる

施設整備

完成後の検証

検証結果のまとめ

次の整備への反映

練馬区では、だれもが等しく社会参加する機会を確保し、安心して快適に暮
らし続けることができる地域社会の実現を目指して、平成 22 年 10 月に練馬
区福祉のまちづくり推進条例を施行しました。この条例では、一定規模以上の
区立施設の建築および区立公園の新設の際にバリアフリー＊2 に関する区民意
見を聴取する規定が設けられました。区民の意見を聴取し、設計に反映させる
ことにより、高齢者や障害者、子育て世代等、だれもが使いやすい施設等の整
備を目指しています。

私たちのまちには、年齢や性別、能力や生活状況
等から、様々なニーズのある人が暮らしています。
高齢者、障害者、子育て世代等、すべての人が地域
の一員として自由に社会参加ができるためには、身
近な建物や公園をさらに使いやすく改善していかな
ければなりません。

そのためには、法令で決められた整備基準に従うだ
けではなく、実際に使う人の特性やニーズを理解して
設計、整備することがとても大切です。

使う人への理解不足から、あと数センチ足りなくて
設備に手が届かないというような残念な結果も起こり
えます。また、ある障害の方には必要なことが、他の
障害の方にはバリアになることも少なくありません。

すべての人に利用しやすい環境づくりは決して容
易ではありませんが、多様なニーズを知るところか
ら始めてみましょう。

本冊子で紹介する「区民の声を設計に活かした整
備の事例」が、ユニバーサルデザインのまちづくり
に携わるみなさんの計画・設計のヒントになること
を期待しています。

●  対象施設や類似施設の
　見学・話し合い

【参加者】
・福祉のまちづくりサポーター等
・区の関係部署、設計者、
  ＵＤ推進ひろば
　（みどりのまちづくりセンター）

【参加者】
・意見聴取に参加した区民
・区の関係部署、設計者、
  ＵＤ推進ひろば

●  意見の内容を整理
●  設計へどう反映できるか検討

●  対象施設の見学・確認、話し合い

●  反映した結果への評価
  （良かったこと、不足していること）
●  完成後にはじめて気づいたこと
●  関係部署への報告

だれもが使いやすい施設等の整備を進めています

練馬区福祉のまちづくりの推進に係る

＊1 ユニバーサルデザイン（ＵＤ）：障壁の除去にとどまらず、能
力の違い、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用し
やすいように、あらかじめ都市や生活環境をデザインする考え方。
＊2 バリアフリー：高齢者、障害者等が社会生活をしていくう
えで障壁（バリア）となるものを除去（フリー）すること。物理的、
社会的、制度的、心理的な障壁、情報面での障壁等すべての障壁
を除去するという考え方。

● 練馬区福祉のまちづくりの推進に係る区民意見聴取事業の平成 29 年度実績  （施設名は平成 30 年３月現在）
	 【意見聴取】石神井小学校（改築）／ さくら運動公園 [ テニスコート部分 ]（改修）
	 【完成後の検証】豊玉第二中学校（改築）／ 西大泉こさくっぱら緑地（新設）／ いずみの里公園（新設）



全幅 70cm 以下

全
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120cm 140cm 180cm
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●本冊子の構成
　本冊子は、「区民意見聴取事業」の中でいただいた区民の声
を紹介しながら、区立施設等のバリアフリー整備事例をまと
めたものです。あわせて、資料編として設計のポイントを掲
載しています。

【凡例】 参加者からの評価

参加者からの提案
もうひと工夫で、さらによくなるという
ご意見は、今後の整備に活かします。

通路（すれ違いの場合）

通路

手動・電動車いすの寸法
（JIS T 9201-2006/JIS T 9203-2010)

車いす使用者の
動作空間を理解しましょう！

車いす使用者と横向
きの人がすれ違える
最低限の幅

車いす使用者が通行できる
最低限の幅

車いす使用者と人が
すれ違える最低限の幅

車いす使用者同士が
すれ違える最低限の幅

車いす使用者の
基本の動作寸法の考え方

120cm幅は、手荷物があると
さらにすれ違いにくくなる

90cm幅の曲がり角はほとんど余裕がない
120cm 以上確保できない場合は、面取り
すると移動しやすい



校舎棟
車両

出入口

出入口

正門

屋外プール

屋内
運動場

特別
支援棟

教室

教室

学習室

美術室

技術室

理科室

理科室

家庭科室

吹抜

学年
ラウンジ

武道場

職員室

玄関
（生徒用）

給食
調理室

保健室

だれでも
トイレ

エレベーター
スクール
ラウンジ校庭
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同校は、施設の老朽化や新しい教育需要などへの対応に伴い、校舎の改築を行いました。狭小かつ不整形な敷
地を有効に活用するため回廊式を取り入れ、コンパクトながら明るく開放的な校舎が特徴的です。

エレベーターやだれでもトイレなどの基本的なバリアフリー設備に加え、様々な障害者の意見を参考に、随所
にきめ細やかな配慮が隠れています。

様々な児童・生徒・保護者の、学び・交流のための
ユニバーサルデザインの配慮

豊玉第二中学校（平成27 年度）

回廊式で視覚的に人の動きを把握しやすい

練馬区豊玉北 2 丁目 24 番 5 号
敷地面積　11,361.80 ㎡ 
延床面積　7,175㎡（4 階建て）
平成 27 年 6 月
平成 24 年 3 月
エレベーター・だれでもトイレ

施設概要

学校の改築事例

1F平面図 2F平面図配置図

所在地
規模

竣工時期
意見聴取時期
主な整備



　　　　　　　

校舎内側テラス
エレベーター

学年ラウンジ だれでもトイレ

文字の
大きさ
5cm

板面の
大きさ
36cm

135cm

36cm
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下駄箱前の段差は 2cm 以下とし、縁にコン
トラストをつけて視認性を確保しました。下足
と上履きの部分で、床素材を変え、視覚障害者
が足ざわりなどで、位置の確認ができます。

車いすで通りやすく、視覚障害者にわかりやすく

玄関は、できるだけ段差をなくしてほしい。

校内で迷わないようにしてほしい。

色のコントラストと高さに配慮したサイン（案内板）

2cm以下の段差は、支障がない。
（車いす・電動）

来校者用受付前は、警告ブロックの
注意喚起もあり、より安心。（視覚
障害・弱視）段の縁を目立たせた玄関

（生徒用）
来校者用
受付前

コントラストをつけ読みやすくした
「フロア案内（総合案内）」
触知図を兼ねている

白黒反転の板面が見やすい。各教室の表
示板（写真右）の文字の大きさ・高さも
非常によい。（視覚障害・弱視）

階段を上がった正面等、各階の要所にも
フロア案内があるとよい。（聴覚障害）

高齢者や弱視の方にわかりやすいよう、
案内サインは、顔に近い高さでコントラス
トのあるものとしました。背景色を濃くす
ることで、光の反射を抑え、文字を読みや
すくしています。

＜室名サインの寸法＞
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カラーユニバーサルデザイン＊を取り入れたトイレの鍵

トイレマークが大きいので、どこにいてもわ
かる。（車いす・電動）

廊下から突き出したサイン、壁面のサイン
は、見やすくて、デザインもよい。（聴覚障害）

トイレのサインは、遠くからも見つけやす
いよう、壁面やドア全体をサインとして活用
しました。

壁面サイン、突出しサイン、浮出しサイン
など、様々な方法を併用しています。

壁面やドアに大きなピクトグラム

トイレの位置や男女の区別が、
すぐにわかるようにしてほしい。

豊玉第二中学校のトイレの鍵には、様々な

色覚で判別しやすい色が採用されています。

トイレの開閉状況を示す、鍵の赤と青の組

み合わせが見分けずらいと感じる人がいます。

色覚（色の感じ方）は、味覚や嗅覚と同じよ

うに人それぞれに違いがあります。色彩だけ

で「情報」を伝えるときには、注意が必要です。

一般型色覚と異なる見え方をする方
は、日本では、男性の 20人に１人、
女性の 500人に 1人の割合と言われ
ています。

緑の感度が低い[D型(2型）] 赤の感度が低い[P型(1型）] 青の感度が低い[T型 (3型）]

上：	視覚障害者が	
	 触ってわかる	
	 浮出しサイン
右：来賓・教職員用	
　　トイレ

遠くからでもわかりやすいサインを設けたトイレ（生徒用）

豊玉第二中学校学校の改築事例

色の感じ方のシミュレーション

突出しサイン

英語表記

壁面の色付け

壁面のピクトグラム

＊できるだけ多くの人にわかりやすく正しい情報が伝わる
ように、色の使い方等にあらかじめ配慮すること
出典：印刷物のユニバーサルデザイン /練馬区（平成 27年発行）

一般型色覚の見え方

色覚に障害がある人の見え方



広い通路幅と配慮された設備
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ミニコラム　設計者からのひとこと

小さな子ども連れで授業参観するとき、音を出さない
ように気を遣うが、教室の外からでも、ガラス壁を通
して中の様子が見えるので安心。（聴覚障害・子育て
経験）

扉の取っ手は、もう少し手に引っかけやすい形が 	
よかった。（車いす・電動）

教室や職員室の扉や壁の一部にガラスを用い、廊下から中の 
様子がわかるようにしました。聴覚障害者は、視覚情報で部屋の
中の様子がわかり、安心です。

扉のガラス窓やガラス壁で見通しよく

教室の中の様子が、
視覚的にわかるようにしてほしい。

設計は、練馬区福祉のまちづくり推進条例「施設

整備マニュアル」をベースにしています。最低限の

整備基準はもちろん、さらに、区民意見聴取事業に

おいて、多様な方からのご意見をもとに、何度も行

政と話合いながら配慮点を取り入れていきました。

例えば、昇降口は校庭に面しています。土が廊

下に入るのを防ぐため、段を設けなくてはなりませ

んでした。区民との検証の結果、2cmまでなら段

差としては気にならないということだったので、

1.8cm 程度にしました。

ユニバーサルデザインを意識したというより、

どの利用者に対しても使いやすくなるよう、配慮

を積み上げていくという考えのもと、設計に携わ

りました。

本棚の高さが高すぎず、取り出しやすい。（車い
す・電動）

90 度に曲がるところは、もっと広いと曲がり	
やすい。（車いす・電動）

特別教室内の通路幅は、90cm 以上が確保され、ゆっ
たり通行しやすい広さです。小学生と中学生の交流にも
配慮した本棚や調理台は、車いすでも利用しやすいもの
です。

上：図書室、低い本棚　
下：家庭科室、机の高さが調整できる

すりガラス越しに教室内が見通せる

左：教室入口
　　引き戸の取っ手

特別教室を車いすで円滑に利用したい。

 「設計事務所 担当者」



円形をモチーフにした公園
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施設概要

住宅街のなかの農地を、子どもからお年寄りまでが楽しめる公園として整備しました。近隣
の障害者施設のみなさんからの「園内で散歩やウォーキングをしたい」というご意見を参考に、
回遊できる円形で幅広の園路に沿って、複数のベンチを設けています。

園内は見通しがよく、どこに何があるか直感的にわかりやすい公園です。死角が少なく、 
小さなお子さんをお連れの方も、安心して遊ばせることができます。

多様な世代の活
アクティビティ

動を、丸い園路がつなぐ公園

いずみの里公園（平成26 年度）

所在地
規模
竣工時期
主な整備

練馬区大泉学園町 3 丁目 5 番 5 号
敷地面積　3057.29㎡ 
平成 29 年 3 月（トイレ）
だれでもトイレ、健康遊具

公園の新設事例



所在地
規模
竣工時期
意見聴取時期
主な整備

施設概要

西大泉こさくっぱら緑地

9

せっかくスペースを設けても、奥行が足りない場
合があるが、幅・奥行ともゆとりがある。（車いす・
電動）

ベンチ横にベビーカー、車いす、シルバーカーなど
を横付けできるスペースを確保しました。園路際か
ら後退した箇所にあるため、通行の妨げを気にせず、 
くつろげます。

ベンチ横の広いスペース
ベビーカーや車いすと並んで
休憩できるベンチがほしい。

車いす使用者が回転（360 度）できる広さを確保

卓の高さは、設計時の意見を反映して基準（高さ 65cm以上）
より高め

平成 26 年に区民意見聴取を実施した「西大泉こさくっぱら緑地」は、

敷地面積の 80% が緑化され、クローバーの咲く原っぱが特徴的な緑地

です。平坦に舗装された園路が整備されたことで、車いすやベビーカー

使用者も利用しやすくなっています。

近隣の障害者施設のみなさんからは「ゆったりと通行できる園路の

広さがいいです（車いす使用者）」とご意見をいただきました。

少し高めだが問題なく使える。（子育ての親）

野外卓周りの舗装面にゆとりがあるので、車いす	
でのアプローチが無理なくできる。（車いす・電動）

野外卓は、公園出入口と園路を結ぶ舗装面に２基
設置しました。車いす使用者の膝やアームレストが
テーブル下に入る高さと奥行を確保しました。

使いやすい高さと奥行の野外卓

みんなと一緒にテーブルを
使いたい（車いす使用者）。

150cm
150
cm

72cm
57cm

練馬区西大泉 5 丁目 25、27 番地
敷地面積　7,136.44 ㎡ 
平成 29 年 3 月
平成 26 年 11 月
だれでもトイレ



	 　

一般ブース
110cm

広めブース
160cm

				

90cm

85cm

85cm

使いやすい一般ブース

90cm 以上

70
cm

程
度
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一般トイレ

＜トイレの多機能化＞

＜建物全体で機能分散＞

車いす使用者
オストメイト
乳幼児連れ

大型ベッド使用者
介助の必要な方

介助の必要な方

介助の必要な方

車いす使用者
大型ベッド使用者
介助の必要な方

オストメイト
乳幼児連れ

機能の分散

一般トイレの

整備ポイント

資料編１

設備の追加と広めブースの設置で
一般トイレも使いやすく

車いす使用者用のトイレ*1の中に、おむつ替えの
設備など様々な機能が加わったことで、利用の集
中が問題になっています。本来広いスペースしか
使えない車いす使用者が、トイレを利用しにくく
なっています。

こうした利用の集中を解消するため、一般トイ
レ内の設備を増やしたり、広めのブースを設置し
ます。あわせて、設置されている設備を示すサイ
ンの工夫も必要です。

*1 車いす使用者用のトイレ整備は、本シリーズの 1 号をご
覧ください

男子・女子トイレに
広めのトイレブースを１以上設置

一般トイレに広めのブースを設けることで、ベビー
カーや手押し車を押している方、子ども連れ、介護が
必要な方、大きな荷物を持った方などが、スムーズに
利用できるようになります。

また、通路や扉の状況（右ページミニコラム参照）
によっては、コンパクトなタイプの車いすを使用し
ている方が一般トイレを利用できる場合があります。 
一般トイレ整備の際、全てのブースを同じ広さとする
のではなく、ブース内に設置する設備に応じて各ブー
スの広さを変えることで、快適に利用できるようにな
ります。

一般トイレ内に、広めのトイレブースを
入れた提案事例

1 人で入ると
ゆったりして
いるけど、子
どもと一緒だ
と狭いな

親子や、介
助者と一緒
に入るとき、
利用しやす
い広さだね。

機能分散の配置イメージ

ひとつのブース
に機能が集中し、
混雑。

機能を分散する
ことで、混雑を
緩和。

着替え台

ベビーチェア

手すり

95
cm

以
上

16
0c

m

				

16
0c

m

135cm135cm



	 　

メリット デメリット

90
cm

90cm 以上
引き残し
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トイレの扉の形状・寸法で使い勝手が変わる

男子・女子トイレに
広めのトイレブースを１以上設置

広めブースを 1 以上設置することで利用の幅が広がる
広さの目安は、ベビーカーがそのままトイレブースに入れる大きさ (160cm × 140cm 程度 )

①　扉の形状と特徴

②　出入口からブースまでの通路について
トイレ内の通路幅にゆとりを持たせることで

ブースの出入りが楽になります。特に、広めのブー

スを設けたら、出入口からアプローチがしやすい

よう、通路の有効幅を 95cm 以上にします。通路

幅が確保できない場合は、扉の有効幅を 90cm 以上 

にします。

子育て層に配慮したトイレ
（ベビーカーと共に入ることができる寸法） 介助をするための必要なスペース

内
寸

1
4

0
cm

以
上

内
寸

1
4

0
cm

以
上

8
0

cm
以

上

8
0

cm
以

上

着替え台 着替え台ベビーベッド ベビーベッド

ベビーチェア

介助用
スペース
50cm 以上

前方
スペース
60cm 以上

内寸 160cm 以上 内寸 160cm 以上

大型のベビー
カーは幅 60cm、
奥行き100cm以
上のものもある
ため、最低、内
寸は120cm以上
を確保。

内開きの開き戸
は、中で人が倒
れたとき開ける
ことができなく
なることもあり
ます。外開きだ
と安心です。

・使用状況が一目でわかりやすい
・扉前のスペース確保が不要

・車いすが入ると扉が閉まらない
・ブース内で人が倒れた際対応しにくい
・大きい荷物を持っている場合等、ブース内 
	 のスペースが狭いと、扉の開閉がしにくい

・	ブース内のスペースを広く使える
・ブース内で人が倒れた際対応しやすい

・扉前のスペースが広めに必要
・使用状況が一目でわかりにくい

・車いすでも開閉しやすい
・扉の前後に開閉スペースが不要 

・使用状況が一目でわかりにくい
・引き込みスペースが必要

外開き

内開き

引き戸

開き戸

ミニコラム

95cm以上の通路幅が確保できない場合の扉の大きさ



用意するもの
・幼児用補助便座 1 台
・プラスチックファイル BOX 1 箱
・固定テープ

用意するもの
・板またはマット 50cm 角程度
・フック 1 個
・紐
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市販のものを活用した手づくり事例～
子育てにやさしいトイレブース～

トイレ内の設備を
わかりやすく表示

一般トイレにも手すりやベビーチェア等の設備を設
けた場合には、各ブースにその表示が必要です。せっ
かくの設備も認知されなければ利用できません。一部
のブースだけに特定の設備がある場合、どのブースに
その設備があるのかわからなければ全部のブースをの
ぞいて回らないといけません。必要な方が、選択でき
るサイン表示が大切です。

お金をかけずに、みんなが使い

やすい設備を整える方法です。

「幼児用補助便座」は、トイレ

出入口付近に設置して共用にすれ

ば、トイレの数だけ用意する必要

はありません。また、パンツタイ

プのおむつ交換や、衣類着脱に

重宝する「着替え台」は、端切れ

板やマットを壁にかけておくのも

よいでしょう。

トイレ設備を示す表示（サイン）は、出入口と各ブースの 2 か所が基本
内開き扉の場合は、袖壁にサインを設置する

内開き扉にサインを設置しても、扉が開いていると
隠れて見えにくい

袖壁にサインがあると見えやすい

洋便器

ベビーチェア ベビーベッド 着替え台

手すり 大型ベットオストメイト用設備

資料編1　　一般トイレの整備ポイント

図のように、おむつ交換
時、子どもは壁に手をつ
いて体を支えます。子ど
もの後方にスペースを確
保しましょう。

お金を
かけずに
できる

幼児用補助便座

着替え台（フィッティングボード） ポイント！

着
替
え
台

手すり洋便器

トイレ設備サインの例

ミニコラム

100cm 程度
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おむつ替えの動作空間を確保
（ベビーベッド）

ベビーチェアは
安全な位置に配置

乳幼児のおむつ替え設備は、おむつ替えをする人の
動作空間を考えず、誤った位置に設置されているもの
が多くあります。正しくは、短手方向側にスペースを
とります。

また、ベビーベッドは、大人がその場を離れること
を想定していません。大人が用を足す等、その場から
離れる可能性がある場合は、ベビーチェアもあわせて
設置しましょう。

幼児は何にでも興味を持ち触りたくなるもの。 
ベビーチェアの横に鍵があったため、親が排せつ中に
幼児が鍵を開けて扉が開いてしまう…ということも*2。
幼児をチェアに座らせた際、幼児の手が届く範囲には
鍵等の設備がないことがポイントです。

また、大人が便器に座った位置から手が届く範囲で
あれば、幼児に何かあった時にすぐに対応できて安心
です。

*2 この場合は、床上 150㎝程度の位置に補助鍵を追加する
ことで幼児の誤開閉を防げます

	 ベビーベッドを開いて、乳幼児の足側に
	 大人が立つ空間が必要

チェアに座った幼児の手が届く範囲から
鍵等を離して設置
保護者が座って手が届く範囲に、チェアが
あると安心

ベビーベッドを利用すると人が通れなくなって
しまう

幼児が座ったとき、手の届く範囲に設備がない状況
ベビーベッド利用時も通行できるスペースを確保

子どもを座らせた
とき、手の届くと
ころに鍵があると
開けてしまう

80cm 程度115cm 程度



出典：施設整備マニュアル /練馬区

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

500

600

700

800

900 ②電動車いす B

②弱視 A
②子育て
②高齢 B
②電動車いす B（上限）
※現況高さ

①高齢者 A（上限）
②電動車いす B
③高齢者 B、電動車いすA

①高齢者A（下限）

①弱視 A
①手押し車 A

①弱視 A、②子育て（下限）
 ※現況高さ

③高齢者 B

カウンター

①電動車いす A（上限）
③聴覚 A、B

EV 操作ボタンインターホン

①手押し車使用 A

③高齢者 B（下限））

①電動車いす A
（下限）

①手押し車使用 A
（下限）

③聴覚 A

③聴覚 B

①電動車いす A

①高齢者 A

③聴覚 A、B

①高齢者 A（上限）

①手押し車使用 A
（上限）

①施設 A
②施設 B
③施設 C

開 閉 ２ 3１

６ ７ ８ ９

4 5

エレベーターかご内
車いす使用者対応主操作盤

操作ボタン ( 上段）
100cm程度

上端高さ
90 ～ 100cm程度

奥行き
45cm程度

下端高さ
65cm程度

上端高さ
70cm程度
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高さに関する基準は、基準自体に幅があっ
たり、「○㎝程度」とあいまいにされてい
たりと、明確な数値が示されていないこと
も少なくありません。これは、利用者や使
用環境によって適切な高さが異なるためで
す。設備の高さを決める際には、環境や状
況により慎重に検討します。

利用者の特性に合わせた高さの設定
資料編2

ミニコラム　意見聴取での高さ検証について

カメラ付きインターホン等の高さ

は、区の整備マニュアルにも明確な

基準がありません。このため、現在

ヒアリングを重ねデータを収集して

います。

これまで３回の高さ検証を実施。

実物を使ったり、実物がない時には、

寸法の入ったマス目用紙を壁に貼っ

て検証しています。インターホンや

エレベーターの呼出しボタン、カウ

ンターの高さについて、どの高さが押しやすいか、使いやすいか。

実際に手を伸ばして確認しながら意見を伺っています。

現況の高さで問題ないという意見と、車いす使用者や高齢者に

とっては少し高すぎるという意見もありました。その結果が左図

になります。

今後も、このような細かな検証データを集め、目安となる数値

等を検討することで、多様な属性に配慮した使いやすい建物や 

公園設計につながることを期待しています。

＜高さを決める際のポイント＞
①利用者：体格差や利用者特性等により適切な高さが大きく

変わる。例えば、車いす使用者（座位）と一般の立位の人、子ど
もと大人、若者と高齢者、日本人と欧米人等では手の届く範囲
に開きがある。

②使用環境・状況：靴を脱ぐ場合（上足部）は、靴底の高さ
の分下足部分よりも高さを低く設定する等、その高さの使用環
境に応じ高さを変える必要がある。また、設置する製品の形状
や大きさにも影響を受ける。

検証結果のグラフ

具体的な数値が示されていない例



170cm

中心
140cm

110cm

60
cm

以
内
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点字表示の高さ

点字は、指の「腹」でなぞるように読みます。壁面
にある点字は、腕を曲げ指の腹を壁に沿わせて読みま
す。そのため、腕を曲げた時に自然と指の腹が来る位
置、つまり目線より少し低い位置から胸ぐらいの間に
点字があると読みやすいと言われています。触知案内
図は、盤面中心が床上 140㎝の位置で、下端は床上
110㎝以上の位置に設置します*4。手が届く範囲だか
らといって、高すぎても低すぎても点字が読みにくい
状況になります。
*4  操作ボタンや手すりに点字を表示する場合は、ボタンや手すり
の高さに準じます（JIS T0921 参照）

点字表示の中心は床面から140cm程度
触知案内図の大きさは、縦60cm、横100cm以内
足元に縁石など障害物を設けない

車いす使用者用の
インターホンの高さ

車いす使用者用駐車施設や段差解消機などに、係員
を呼び出すためのインターホンを設ける場合がありま
す。車いす使用者用のインターホンは、呼出しボタン
の中心を床面から 100㎝程度の高さに設置します。イ
ンターホンのボックス中心ではなく、ボタンを基準に
することがポイントです。

100㎝の位置に設置できない場合は、ボタンの高さ
が 80 ～ 110㎝の範囲におさまるようにします。
*3  立位者用と 2ヶ所呼出しボタンを設置する場合は、90㎝程度と
少し低めにします

車いす使用者用の呼出しボタンは、中心が床
面から100㎝程度*3

ボタンの周辺に 150cm× 150cmの水平
空間

点字の取付位置が
低い例が多く見ら
れる

車いす用ボタンの位置が低すぎる。２か所にイン
ターホンボタンを設置したが、設計意図とは異な
る、立位者用ボタンが押しやすいという意見

60
cm

点字の
読みやすい高さ

触知案内図



みんなが使いやすい
建物・公園をつくろう！

ユニバーサルデザインの整備事例と
設計のヒント集２

発行日：	 平成30年(2018 年) 3 月
発行：	 練馬区 都市整備部 建築課 
編集：	 （公財）練馬区環境まちづくり公社　みどりのまちづくりセンター内
	 ユニバーサルデザイン推進ひろば
問合せ：	 練馬区 都市整備部 建築課 
	 TEL： 03-5984-1649   FAX : 03-5984-1225

ユニバーサルデザイン推進ひろばは、みんながもっとワクワク

しながら出かけられる“ねりま”になるために、区民・事業者

の皆さんの「出会い」「学び」「行動」のお手伝いをしています。

（公財）練馬区環境まちづくり公社
みどりのまちづくりセンター内
住所：練馬区豊玉北5-29-8 練馬センタービル3F
　　　平日9:00～ 17:00
電話：03-3993-5451

ユニバーサルデザイン推進ひろばに遊びに来てください！

ユニバーサルデザイン推進ひろば

この冊子のテキストデータ版をご希望の方は、みどりのまちづくりセンターまでお知らせください。

ユニバーサルデザインやバリアフリーのまちづく
りに関する相談、資料の閲覧や貸出、ユニバーサ
ルデザイン製品の展示を行っています。お気軽に
お立ち寄りください！

貸出できる

ものも

あります！

「ボッチャ」の
ボール

こんなものがあります

点字ラベル
プリンター

点字器
妊婦疑似体験
キット

振動する
目覚まし時計

車いす

建物や公園を設計する際に参考になる考え方や、整備事例等の図解や事例が掲載されています。

【URL】http://www.mlit.go.jp/
jutakukentiku/jutakukentiku_house_
fr_000049.html

【販売場所】
練馬区役所西庁舎 1 階　区民情報ひろば

【URL】http://www.mlit.go.jp/
common/000224238.pdf

【URL】https://tokyo2020.jp/jp/
organising-committee/accessibility/

バリアフリー・ユニバーサルデザインの
建物・公園の設計に関する参考図書

高齢者、障害者等の
円滑な移動等に配慮した
建築設計標準

練馬区福祉のまちづくり推進条例
施設整備マニュアル【建築物】

都市公園の移動等円滑化整備
ガイドライン（改訂版）

Tokyo2020 アクセシビリティ・
ガイドライン

一部の
内容が更新
されました。


